











































Validation of Course Design of Team-Based Learning 
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表１　教授法における比較
TBL 群 TBL+足場かけ 
交互作用 






















値， は標準  **p<.01 
表２　教授法における協同効用低群・高群との比較
TBL 群 TBL+足場かけ 
交互作用 
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Effect of Self-handicapping on Continuation of Learning 





1 2 3 4 
F1 =.85  
20 け の  .81 .03 .01 .00 
 1 の か 思  .78 .05 .02 .02 
 5 か  .77 .05 .03 .01 
 9 の か 思  .73 .02 .02 .00 
F2 化 =.81  
 4 の 思  .02 .77 .07 .18 
 2 の の
 
.05 .74 .03 .10 
18 の の
思  
.02 .72 .09 .08 
15 か の
か 思  
.04 .66 .04 .02 
F =.80  
17 か の
思  
.00 .08 .86 .02 
13 か の か 思  .02 .08 .83 .02 
19  .01 .02 .58 .07 
F4 =.81  
 7 の か 思  .05 .07 .04 .85 
10 け の 思  .10 .00 .06 .84 
21 の の 思  .06 .08 .09 .59 
  1 .39 .23 .44 



































































 p <.10  * p <.05  ** p <.01  *** p <.001 


















































































































Qualitative Research on the Characteristics of Mid-level Employees and
 Reflection Support by Managers
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博士論文要旨
　その結果，その内省プロセスは，まず仕事の問題解決の
経緯を振り返り，次いで他者からの働きかけにより，自己
の内面的特徴を多角的に検討することが分かった．また，
内面的特徴の吟味過程で，自分自身の仕事観・信念と，仕
事上の理想状態が葛藤すると，問題の本質的課題を理解し
ながらも，課題解決に向けた行動に取り組めないことが分
かった．さらに，中堅社員の業務環境や振り返りの捉え方
が，内省を「問題解決の経緯の想起」にとどめ，内面的特
徴を検討する「深い内省」を妨げている恐れがあることが
分かった．最後に，中堅社員自身が行動変容に取り組むた
めの，上司からのOJTによる内省支援施策の重要性を考察
した．
要
　研究２は，研究１の結果をふまえて，「内省支援が必要な
中堅社員」の価値観・信念の内容と，その形成過程として
どのような経験を得て何を学びえたのかを探索的に検討し
た．
　研究１の研究協力者のインタビューデータをTEAに
よって分析し，入社から，中堅社員としての等至点（EFP）
である＜「自分にとっては仕事とは何か」「仕事で大事にし
たいこと」がはっきりする＞に至る経験のプロセスを統合
して可視化したTEM図を作成した．
　その結果，中堅社員は，＜仕事の大変さ，難しさに直面す
る＞，＜異動・配置換えにより新しい仕事に就く＞，＜一人
で完結させる責任の重い仕事を任されるが，予想外のトラブ
ル対処に追われる＞の３つの共通の出来事を経験している
ことが分かった．また，これらの出来事への対処から，自分
の仕事への取り組み方を段階的に自覚するとともに，＜社会
人としての役割規範＞，＜自律的に仕事をする＞，＜公私と
もに充実させる＞，＜他者への貢献＞の４つ仕事観・信念
を形成していることが明らかになった．さらに，中堅社員
は，管理職やエキスパートなど次の段階への移行に向けて，
仕事の進め方や自身のありように課題があることを自覚し
ていることが分かった．
　このことから，中堅社員は成功体験だけではなく失敗経
験からも学びを深化させて仕事観・信念を形成しているこ
とと，その学びには上司や顧客などの他者からの継続的な
期待・要望の表明が影響していることが示唆された．さら
に，上司からの仕事の割り当てや進捗管理など，日常的な
マネジメントを通じた上司の関わりが，中堅社員の経験学
習の促進に効果的であることが検討された．
　研究３は，研究１，２の結果をふまえて，具体的な内省支
援策を検討するために，組織業績と部下育成を両立するマ
ネジャーの行動と，中堅社員への内省支援の関連を，上司
側の認知から明らかにした．研究協力者は，大手素材系製
造業Y社の中間管理職８名である．半構造化インタビュー
を行い，M-GTAで分析した． 
　その結果，マネジャーは，仕事に関する展望と，部下育
成に関する展望を統合した２～３年程度の中期的な計画に
もとづき，PDCAサイクルに沿った業務マネジメントを進
めていた．そして，そのマネジメントプロセスを通じて，
中堅社員を組織が求める役割期待や当初の計画と，実際の
行動や結果とのギャップに向き合わせていた．さらに，中
堅社員の気づきが最も深まるタイミングを見逃さずに経験
の意味づけを促す働きかけを行っていた．また，この働き
かけは，マネジャー自身が能動的に内省し，自分のマネジ
メント行動の改善や育成の意味づけを深めることによって
促進されていることがわかった．
　このことから，中堅社員に対する経験学習の促進と内省
支援は，業績達成行動と部下育成行動を統合した中期的な
マネジメント行動において実施されていること，及びマネ
ジメント行動に対するマネジャー自身の内省が，中期的な
マネジメント行動に影響を与え，部下の経験学習と内省支
援を促進していたことが示唆された．最後に，中堅社員の
経験学習と内省支援を効果的に行うためのマネジメントの
あり方を考察した．
論
　本研究から得られた知見を総括し，今後の展望について
述べる．
　本研究の結果，中堅社員が「内省しない」とみなされる
要因として，役割期待と業務環境の影響が示された．また，
中堅社員の仕事の進め方と，中堅社員の仕事観・信念に支
えられたあるべき・ありたい姿の葛藤も要因の１つとして
示唆された．こうした中堅社員の内省支援は，PDCAサイ
クルに沿った業務マネジメントを通じて上司からの仕事の
割り当て，進捗管理，評価を通じて行われることが効果的
であると提案された．
　また，今後の展望として，本研究の成果を中堅社員に対
する「インフォーマルなOJT」のモデル，つまり「実際の
仕事を通じて，育成する」ことのモデルとして提示するこ
とにより，経験学習促進と内省支援の実践負荷の軽減につ
ながることについて言及した．
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